
　

11
月
27
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承

館
を
会
場
に
、「
角
館
ま
ち
づ
く

り
地
域
運
営
体
」
の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
９
つ
目
の
地
域

運
営
体
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
全
て
の
地
域
に
地
域
運
営
体

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
地
域

内
に
独
自
の
事
務
所
を
設
け
、
み

ん
な
が
集
え
る
賑
わ
い
と
憩
い
の

場
と
し
て
提
供
し
て
い
く
事
業
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
実
り
豊
か
な
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

認定書を受け取る小林郁男会長
（中央）と田口勝次幹事長（右）

市
内
９
つ
目
の
地
域
運
営
体

「
角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域
運
営
体
」
設
立

　

11
月
13
日
、
紙
風
船
館
で
桧
木
内

地
域
運
営
体
（
橋
本
左
武
郎
会
長
）

に
よ
る
「
第
２
回
桧
木
内
地
域
産
業

振
興
推
進
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
特
産
手
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

の
ほ
か
、
西
明
寺
診
療
所
所
長
の
市

川
晋
一
先
生
や
仙
北
市
総
合
産
業
研

究
所
地
域
資
源
活
用
専
門
員
の
泉
牧

子
さ
ん
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
特
産
手
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

お
菓
子
の
部

金
賞　

布
谷
裕
美
子
『
桧
木
内
で
育
っ

　
　
　

た
宿
儺
か
ぼ
ち
ゃ
の
プ
リ
ン
』

銀
賞　

門
脇
秀
子
『
栗
の
渋
皮
煮
』

惣
菜
の
部

金
賞　

阿
部
重
廣
『
春
菊
玉
子
手
打

　
　
　

ち
生
麺
世
界
初
』

銀
賞　

武
藤
須
美
子
『
南
蛮
み
そ
』

漬
け
物
の
部

金
賞　

橋
本
敦
子
『
山
わ
さ
び
三
兄

　
　
　

弟
』

銀
賞　

門
脇
佳
代
子
『
き
の
こ
の
ピ

　
　
　

リ
カ
ラ
漬
』

桧
木
内
地
域
運
営
体

桧
木
内
地
域
産
業
振
興
推
進
の
集
い

　

12
月
1
日
の
「
い
の
ち
の
日
」
に

ち
な
み
、11
月
30
日
、ワ
ン
ダ
ー
モ
ー

ル
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
角
館
店
の
協
力
を
得

て
、
店
頭
で
自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
市
職
員

の
計
11
人
が
参
加
し
、
午
後
４
時
か

ら
１
時
間
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
・
自
殺
予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
心
の
健
康
と
自
殺
予
防
に
つ

い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
12
月
1
日
い
の
ち
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

心
の
健
康
と
自
殺
予
防
を
呼
び
か
け
る

　

11
月
30
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館

で
、「
仙
北
市
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を

考
え
る
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
会
代
表

の
涌
井
真
弓
さ
ん
が
『
心
に
向
き
合

う
～
喪
失
か
ら
生
き
る
希
望
へ
～
』

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い
、「
大

切
な
人
と
の
死
別
は
、
誰
に
と
っ
て

も
辛
く
悲
し
い
体
験
。
周
り
の
人
が

で
き
る
こ
と
と
し
て
、
た
だ
寄
り

添
っ
て
あ
げ
る
こ
と
、
た
だ
話
し
を

聴
く
こ
と
が
、
配
慮
あ
る
優
し
さ
で

あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
あ
と
に
は
、
田
沢
湖

か
た
り
の
会
代
表
の
藤
原
ま
り
さ
ん

が「
笑
顔
に
な
る
昔
話
っ
こ
」を
テ
ー

マ
に
講
話
。
藤
原
さ
ん
は
、
面
白
お

か
し
く
昔
話
や
歌
を
披
露
し
、
会
場

に
訪
れ
た
１
０
０
人
ほ
ど
の
聴
衆
が

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

配
慮
あ
る
優
し
さ
と
は

仙
北
市
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
考
え
る
集
い

基調講演を行う
涌井真弓さん

音
楽
で
つ
な
が
ろ
う

～

あ
し
た
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

こ
の
度
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
あ
し
た
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
」（
音

楽
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
ッ
プ
や
嵐
な
ど
多
く
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
編
曲
な
ど
を
手
が
け
て

い
る
ｈ
ａ
ー
ｊ
さ
ん（
角
館
町
出
身
）

な
ど
、
仙
北
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
中
心
と
し
た
４
組
14
人
の
ス

テ
ー
ジ
で
、会
場
は
超
満
員
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
震
災
復
興
応
援
の
た

め
に
23
万
円
を
超
え
る
募
金
が
集
ま

り
、
出
演
し
た
「
あ
し
た
の
う
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
し
て
全
額
被
災

地
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。 

応
援
事
業

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

11
月
29
日
、
愛
媛
県
東
温
市
の
児

童
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
30
人
が
、
今

年
１
月
の「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

を
縁
に
、
仙
北
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
市
役
所
角
館
庁
舎
で
東

日
本
大
震
災
で
の
仙
北
市
の
取
り
組

み
を
確
認
。
遠
方
同
士
の
災
害
協
定

が
い
か
に
有
効
で
あ
っ
た
か
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
東
温
市
の
方

は
「
こ
れ
を
機
に
、
市
民
レ
ベ
ル
で

の
交
流
を
深
め
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

東
温
市
児
童
民
生
委
員
訪
問

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
深
め
た
い

　

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会
が
11

月
15
日
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
で
開

催
さ
れ
、
市
内
の
交
通
安
全
関
係
者

や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
約
１
８
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
に
功
績
の

あ
っ
た
３
個
人
、
１
団
体
の
表
彰
や

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
、
仙
北
警
察

署
交
通
課
長
や
西
明
寺
診
療
所
所
長

の
市
川
晋
一
先
生
の
講
演
が
行
わ

れ
、
最
後
に
「
交
通
教
育
は
職
場
と

家
庭
の
会
話
か
ら
」
な
ど
の
大
会
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

個
人

　

山
形
則
男
（
角
館
町
）、
藤
原
由

　

悦
（
田
沢
湖
）、
草
薙
紀
雄
（
角

　

館
町
）

団
体

　

白
岩
小
百
合
保
育
園
交
通
安
全
母

　

の
会
（
角
館
町
）

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
誓
い
合
う

にこにこ保育園の園児による交通安全の呼びかけ

　

11
月
25
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
で

石
橋
正
子
さ
ん
（
田
沢
湖
）
に
秋
田

地
方
法
務
局
大
曲
支
局
長
と
大
曲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
会
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
橋
さ
ん
は
、
平
成
９
年
６
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
年
10
月
31
日
ま
で

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
。
人

権
相
談
や
啓
発
活
動
な
ど
、
市
民
の

人
権
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
年
活
躍

石
橋
正
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

11
月
27
日
、
角
館
企
画
集
団
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
（
石
橋
正
則
代
表
）
が

製
作
し
た
角
館
の
地
域
新
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
お
梅
姫
」（
愛
称
・
お
梅
ち
ゃ

ん
）
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
、
実
在
し

た
江
戸
時
代
の
佐
竹
北
家
２
代
当
主

の
次
女
「
お
梅
」
姫
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
、
Ｊ
Ｒ
角
館
駅
で
の
新
幹
線
乗

客
の
お
出
迎
え
、
武
家
屋
敷
通
り
で

の
観
光
案
内
な
ど
を
行
い
、
角
館
を

大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
お
梅
姫
」
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
開
催

角
館
に
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
登
場
（
せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
援
事
業
）角館樺細工伝承館前での家臣団との記念撮影
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